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平 面 図 SC=1:100

30.000

29.530

基準点座標

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

k75 117285.042 67576.236

P5 117264.788 67576.617

測点座標一覧表
摘 要

中心線

NO.0横断方向線上

EP横断方向線上

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標 Z座標

T-1 117289.255 67569.521

T-2 117260.892 67577.462

構造物座標値

コンクリート舗装版切断位置

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

P1 117266.730 67557.426

P2 117272.035 67558.188
P3 117282.927 67559.535

P4 117263.759 67576.081

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

NO.0 117266.626 67566.581
EP(+16.3) 117282.926 67566.581

NO.0+5.50 117272.126 67566.581

NO.0+11.00 117277.626 67566.581

NO.0L8.5 117266.626 67558.081

NO.0R5.0 117266.626 67571.581
NO.0R9.5 117266.626 67576.081

EPL7.0 117282.926 67559.581

EPR5.0 117282.926 67571.581

EPR9.5 117282.926 67576.081

平 面 図

造成工事
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所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

図 名

名 　 　 称

1:100

令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事
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所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

図 名

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度
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名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DCIP250

VP75

境
界

境
界



400 1100 400

1900

400

既存フェンス 擁壁工掘削幅W

宅地

Co

(R) G

(太陽光パネル)

Co

▽30.187

表層t=4㎝

1
:
0
.
5

1
:
0
.
3

▽28.400

無筋構造物･t=10㎝

整地幅W

アスファルト舗装

無筋構造物･t=10㎝i%

▽計画高EL

1
0
0

整地幅 W

i%

i%i%

コンクリート舗装版切断

アスファルト舗装工W

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

アスファルト舗装工W

1
:
0
.
0

平張工復旧部

平張不施工部

▽計画高EL

路床盛土,転用土

アスファルト舗装
コンクリート舗装版切断

▽計画高EL▽計画高EL

離隔幅≧400

路床盛土,転用土

表層t=4㎝

▽計画高(現況地盤高)

H
=
1
0
0
0

1
2
0
0

アスファルト舗装工W

200

フェンス(構造物建込･H=1200)

2号フェンス基礎

平張工

上層路盤t=10㎝

フェンス(構造物建込･H=1500)

上層路盤t=10㎝
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H
1
5
0
0 重力式擁壁 止水壁

Co構造物取壊し

埋戻し,RC-40 W＜1.0

埋戻し,転用土 W＜1.0

埋戻し,RC-40 W＜1.0

埋戻し,転用土 W＜1.0

埋戻し,転用土 W＜1.0

コンクリート舗装版破砕

埋戻し,転用土 W＜1.0

標 準 断 面 図

SC=1:30NO.0+5.5 附近

SC=1:25NO.0 附近(南面)

(ダークブラウン色)

(ダークブラウン色)

中
心

線

中
心
線

標準断面図 図 示
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所 属 年 度
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業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度
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名 　 　 称

図 　 　 面

令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DCIPφ250

VPφ50

既設水道管

既設水道管

D
=
6
0
0

D
=
6
5
0

VUφ100
汚水管撤去

境
界

境
界

境
界
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G
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DL=27.000

FH=
GH=29.618

NO.0
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FH=
GH=29.752

NO.0+5.50
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FH=
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NO.0+11.00

▽30.187
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▽30.187

R
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0

R
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5

400 1100 400
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(NO.0+0.07)

N
O.

0

L8
.5
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▽29.626
1.1% 1.6% 1.6%

7500

17290

8180

18080

0.6%

▽29.887

18950

200

200

200

2.0% 2.2%

▽29.984

5000 4790

▽29.765

1.7%

▽29.936

1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

8950

▽29.290

▽29.880
▽30.084

▽29.707 ▽29.634
▽29.787

▽29.985

▽30.084

500

500

▽29.230

埋戻し,転用土

埋戻し,RC-40

埋戻し,RC-40

NO.0～NO.0+11.00

左側 右側

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.2

-

0.3

0.7ｍ3

-

0.7

1.1

ｍ
3

--

路 床 盛 土 ｍ3 1.2

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

転用土

ｍ
2

1.1-無筋構造物

左側 右側

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.2

-

0.2

0.6ｍ3

0.12

0.4

1.1

ｍ
3

-0.2

ｍ3 1.0

ｍ
2

1.1-

左側 右側

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

-

-

-

0.8ｍ3

0.22

0.5

1.1

ｍ
3

-0.2

ｍ3 1.2

ｍ
2

0.9-

掘 　 　 削

床 掘 り

埋 戻 し

名 　 　 称 細 　 　 別

土　砂

土　砂

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

路 床 盛 土

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

転用土

無筋構造物

掘 　 　 削

埋 戻 し

名 　 　 称 細 　 　 別

土　砂

土　砂

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

路 床 盛 土

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

転用土

無筋構造物

掘 　 　 削

埋 戻 し

名 　 　 称 細 　 　 別

土　砂

土　砂

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

床 掘 り

床 掘 り

横断面図（1） 1:50

造成工事
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所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度
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図 　 　 面

名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DCIP250

DCIP250

VPφ50

VPφ50

DCIP250

VPφ50

VUφ100

汚水管撤去
VUφ100

汚水管撤去

(VU75)

境
界

境
界

境
界

境
界

境
界

境
界
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0
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床 掘 り
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細 　 　 別
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G

G
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NO.0+16.30

DL=27.000

FH=
GH=30.005

NO.0+16.30'

L
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5 R
5.

0

R
9.

5

▽30.187

▽29.994

0.2%

▽29.984

0.4% 0.6%

▽29.984

R
5.

0

▽30.090

(NO.0+16.28)

(NO.0+16.28)

▽29.954
▽29.994 ▽30.005 ▽29.955

0.2% 0.4%

▽30.005
▽29.954

16330

16530

0.6%

5000 4690

5000 4690

500

500

▽29.220

6640 9690

400

6840

200

▽29.220

街灯基礎

ブロック基礎取壊し

埋戻し,転用土

EP(NO.0+16.30)

NO.0+16.3～NO.0+16.9

左側 右側

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.3

-

0.3

1.6路 面 掘 削 ｍ3

-

0.7

1.1

ｍ
3

--

路 床 盛 土 ｍ3 0.0

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

転用土

ｍ
2

4.9-無筋構造物

左側

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.5

0.8

ｍ
3

-

土 砂

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

(別途計上)

名 　 　 称

名 　 　 称 細 　 　 別

土　砂

土　砂

埋 戻 し

床 掘 り

Co舗装版破砕

Co構造物取壊し

横断面図(2) 1:50

造成工事

5

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度
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図 　 　 名

名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DCIP250

VPφ50

排水管撤去

DCIP250

VPφ50

排水管撤去

PEφ20

PEφ20

VUφ100

VUφ100

汚水管撤去

汚水管撤去

VPφ75

VPφ75

境
界

境
界

境
界

境
界



FH=
GH=29.618

NO.0

(太陽光パネル)

(太陽光パネル)

(太陽光発電所進入路)

G

(R)
(R)

境
界

境
界

(起点側 1/2)
1:50

造成工事
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1
5
01
5
0
0

境
界

1
5
01
5
0
0

土工計上土工計上

土工計上

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.63

1.0

2.0

ｍ
3

0.3

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

数 量

ｍ
3

ｍ
3

単位

1.0

1.5

ｍ
3

0.3

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

数 量

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.6

2.2

ｍ
3

0.3

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

NO.0 R9.2'～R8.0

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

-

1.4

2.6

ｍ
3

-

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

ｍ
2

4.0無筋構造物

NO.0 R10.0'～R9.2

(R)

平
均

高

～1100

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

-

0.7

1.1

ｍ
3

-

土 砂

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

ｍ
2

2.2無筋構造物

NO.0 R10.8～R10.0

NO.0 R8.0'～R5.0

横 断 面 図

横断面図・起点側(1/2) SC=1:50

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3転用土

数 量

0.1

0.0

NO.0 R10.0～R9.5

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3転用土

数 量

0.3

0.0

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.0

0.0

数 量

ｍ
3

単位

0.91

NO.0 R9.2～R5.0

1
:
0
.
5

DL=25.000

1:
0.
5

▽28.400

▽28.400

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
5

250 150

400

1
:
0
.
3

▽28.400

DL=25.000 DL=25.000

142

1354

1
3
5
1

▽29.787

▽29.751

2.7%2.7%

▽29.936

N
O.

0+
5.

50

5500

FH=
GH=29.685

NO.0･R5.0

▽29.707
▽29.675 ▽29.850

2.6%1.5%

480

▽29.607

FH=
GH=29.631

NO.0･R9.5

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

▽ 29.772

2.6%

150250

100

54

▽29.631

1.1%

VPφ50

▽29.140

400 1005 325

1730420

9
5
0

8
8
0

R9.2埋戻高

埋戻,RC-40

埋戻,転用土

R9.2'～R10.0埋戻高

横断側溝 土工計上図

400

1
2
7
5

400 983 325

1708

2150 5500

1
2
0
7

1
5
0

400 2867 5500

400 962 325

1687

1000 600 500

1
5
0

4
8
0

6
3
0

450 700 450

1600

250 150

細　　別

床 掘 り

埋 戻 し

名　　称

名　　称 細　　別

名　　称 細　　別

掘   削

土　砂

土　砂

Co構造物取壊し 無筋構造物

名　　称 細　　別

土　砂床 掘 り

埋 戻 し

名　　称 細　　別

土　砂

Co構造物取壊し

官地側・・・埋戻し:転用土
民地側・・・埋戻し:RC40

名　　称 細　　別

掘 　 　 削 土　砂

Co舗装版破砕

埋 戻 し

床 掘 り

名　　称 細　　別

床 掘 り 土　砂

埋 戻 し

Co構造物取壊し

名　　称 細　　別

掘 　 　 削

名　　称 細　　別

床 掘 り

埋 戻 し

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

13

図 　 　 面

名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事



250 150

1
3
5
1

250 150

400

1
4
8
0

400 1044 325

1769

400 1005 325

1730

1
5
0

1
2
0
0

1
5
0

1
4
8
0

3
0
0

令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DL=25.000

DL=25.000

(太陽光発電所)

(太陽光パネル)

FH=
GH=29.482

NO.0･L8.5

FH=
GH=29.618

NO.0'

L=1050

L=720

1
:
0
.
3

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
3

▽30.180
▽29.880

▽28.400

▽28.400

N
O.

0+
5.

50

土工計上

作業土工計上

1
:
0
.
3

1:
0.
5

1号フェンス基礎

L=1/2(1.05+0.72)=0.89m

189

▽29.880

142

1354

▽29.787

▽29.751

2.7%2.7%

▽29.936

5500

1.8%

400

1
5
0
0

3
0
0

1
5
01
5
0
0

420

作業土工控除断面

埋戻し,RC-40
埋戻し,転用土

床掘り・埋戻し A=0.6m2

9
5
0

9
7
0

横断面図・起点側(2/2) SC=1:50

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.47

0.9

1.9

ｍ
3

0.4

土 砂

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

0.70

1.0

2.0

ｍ
3

0.3

土 砂

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.0

0.0

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.0

0.0

名　　称 細　　別

床掘り

埋戻し

Co構造物取壊し

名　　称 細　　別

掘 　 　 削

無筋構造物

名　　称 細　　別

床掘り

埋戻し

Co構造物取壊し

名　　称 細　　別

掘 　 　 削

1:50

造成工事

7

(起点側 2/2)
横 断 面 図

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

図 名

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

13

名 　 　 称

境
界

境
界



5300 800

400

5300 1380

5300 2070

県道

AS

県道

AS

八幡神社

八幡神社

八幡神社

八幡神社

G

G

G

G

県道

AS

県道

AS

DL=27.000

FH=
GH=29.989

EP(+16.30)

DL=27.000

FH=
GH=29.964

EP･L7.0

DL=27.000

FH=
GH=29.959

EP・R5.0

DL=27.000

FH=
GH=29.956

EP･R9.5

LEVEL

ブロック基礎取壊

NO
.0

+1
1
.0

0
N
O.

0+
11

.0
0

NO
.0

+1
1.

00
NO

.0
+1

1
.0

0

▽30.084

▽30.187

土工計上

土工計上

土工計上

▽29.984▽29.984

▽ 29.992

1.5%

汚水桝撤去

1.3%

汚水管撤去

ブロック基礎取壊

▽29.984

フェンス基礎

5300

▽30.005
▽30.084

▽整地計画高

1.7%
▽29.994

260

600

1451200125020002000

フェンス･H=1200

平張工③

▽29.955

土工計上部

街灯基礎

▽29.984

▽29.886 ▽29.969

0.7%

横断面図・終点側 SC=1:50

(別途計上)

(別途計上)

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

単位

別途計上

0.2

0.2

ｍ
3

-

土 砂

無筋構造物

転用土  W＜1.0

RC-40   W＜1.0

ｍ
2

-無筋構造物

L6.1'～L7.1

ｍ
3

別途計上無筋構造物

ｍ
2

-無筋構造物

R4.6'

ｍ
3

別途計上無筋構造物

ｍ
2

1.4無筋構造物

R5.0～R4.6

ｍ
3

別途計上無筋構造物

ｍ
2

2.1無筋構造物

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.1

0.0

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.1

0.0

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.1

0.0

EP R9.7～R9.5 EP～L6.1

ｍ
3

別途計上無筋構造物

ｍ
2

-無筋構造物

単位

ｍ3

路 床 盛 土 ｍ3

土 砂

転用土

数 量

0.2

0.0

名 　 　 称 細 　 　 別

掘 　 　 削

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

名 　 　 称 細 　 　 別

掘 　 　 削

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

名 　 　 称 細 　 　 別

掘 　 　 削

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

名　　称 細　　別

床掘り

埋戻し

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

名 　 　 称 細 　 　 別

掘 　 　 削

Co構造物取壊し

Co舗装版破砕

横断面図(終点側) 1:50

造成工事

8

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

13

名 　 　 称

図 名

令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

DCIP250

DCIP250

DCIP250

DCIP250

VP75

VP75

VP75

VP75

VU100

▽
29.957

0.6%

D=640D=530

境
界

境
界

境
界

境
界

▽30.090



▽宅地側埋戻高

県道

AS

▽推定根入れ

▽30.187

▽28.987

▽29.187

▽29.387

▽28.400

(フェンス基礎)

天端部

法面部

△擁壁掘削ライン

フェンス(構造物建込･H=1500) L=9@2000=18000

前面4580
背面4560

▽30.187

1号フェンス基礎 L=5360 3号フェンス基礎 L=3200

市道部 農地部

△官民境界

▽29.887

▽28.400

胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ

▽29.887

▽28.400

フェンス 7@2000=14000

145125 フェンス(構造物建込･H=1200) L=8@2000=17350

1250 1200

H=15
00

1 2 3

太陽光発電所

(フェンス)

(
フ

ェ
ン

ス
)

▽掘削線

※取壊無し

重力式擁壁が畦畔コンクリートと干渉しない場合

3
0
0

H
=
1
4
8
7

既設畦畔コンクリート

コンクリート撤去部分

1
5
0

重力式擁壁

重力式擁壁が畦畔コンクリートと干渉する場合

掘削範囲

重力式擁壁

つま先カット

※取壊無し

※取壊無し

畦畔コンクリートと干渉する場合

5540 2100

▽30.084
▽29.985

120

▽29.983

▽29.984

▽29.887

▽30.187

▽29.880 ▽29.751
▽29.675

▽29.607

背面4560

▽29.6071.5%
1.5% 1.5%

基礎部 4680

200

200

σc≧18N/㎜2

割栗石φ200内外

石積復旧工

100 850

▽29.901 ▽29.825
▽29.757

▽30.175

▽30.010

P4

▽29.887

街灯基礎

▽30.090

目地材
目地材

重力式擁壁

重力式擁壁

水抜パイプ VPφ65

H=12
00

H=12
00

▽30.187

重力式擁壁

P1 P3
P2

▽重力式擁壁計画天端高

重力式擁壁

止水壁

▽整地計画高

▽29.994

目地材

街灯基礎

150

1
5
0

1
5
0

1
5
0

B=200

50

5
0
0

3
0
0

既設畦畔コンクリート

コンクリート撤去部分

1
5
0

重力式擁壁

掘削範囲

つま先カット

コンクリート撤去部分
重力式擁壁法先

既設畦畔コンクリート

重力式擁壁法先

N
o
.0

L8
.5

N
o.

0L
9.

0

No
.
0+

0.
07

No
.
0

N
o
.0

R5
.0

No
.0

R9
.5

N
o.

0R
9.

5

S
L=

15
52

H
=1

48
7

H
=1

4
87

SL
=1

54
5

H
=1

48
0

87
2

60
0

SL
=1

4
10

H=
13

51

S
L=

13
31

H=
12

75

6
37

H
=1

20
7

SL
=1

26
0

No
.0

R9
.
5

N
o.

0+
0.

07

No
.0

L8
.5

N
o
.0

L9
.0

N
o.

0

N
o.

0R
5.

0

No
.0

R9
.5

H
=1

5
0

H=
15

0

H=
15

0

H=
15

0

H
=3

00

H
=3

00

H
=3

00

N
o.

0+
0.

0
7

+
5.

38

+
5.

50

+1
1.

00

+1
3.

09

H=
12

00

H=
12

00

H=
1
00

0

H=
10

00

H=
10

00
H=

80
0

H=
80

0
No

.0
+1

6.
30

No
.0

+1
6.

90

重力式擁壁 L=18950(前面)

2号フェンス基礎 L=7760

200 470 8600 5060 前面4620

350 350 180

石積復旧工 L=880

200 800 1000 7270 5060

止　水　壁 L=18910(前面距離)

1700 8@2000

350

500

No.0
R9.5

N
o.0R9

.5

▽
官

官
境

界

石
積
復

旧
工
 L

=880

市
道

部
農

地
部

360
34

0
1805

00

S
L
=1

21
0

H=
12

0
7 S
L=

13
60

H=
13

50

H
=1

35
0

S
L=

1
36

0
S
L=

12
10

S
L=

12
10

H
=1

20
0

H=
12

00

官
民
境
界

H

1:
0.
1
  

SL

H
=
14

87

フェンス基礎 展開図 H=1:50
V=1:25

重力式擁壁 展開図 H=1:50
V=1:25 石積復旧工 SC=1:20

展開(正面)図平 面 図

構 造 図

(練石積 t=20㎝)

畦 畔 部 詳 細 図

SC=1:20

SC=1:25平 面 図

側 面 図

掘削幅縮小

擁壁工展開図 図 示

造成工事

9

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

図 名

名 　 　 称

13

令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

境
界

境界プレート



N
O.

0+
0.

07

N
O.

0+
5
.3

8

N
O.

0+
13

.
09

+
16

.3
0

NO
.0

+5
.
38

N
O.

0+
13

.
09

NO
.0

547 20

1
2
4

1
2
4

31
747 20

1
2
4

31

1
2
4

947 20

1
2
4

20

8
6
7

967

6
1
7

20

20 567

8
6
7

767

1
:
0
.
3

～
3
0
0

UN-A1500S-40同等品以上

UN-A1200S-40同等品以上

フェンス(構造物建込･H=1200)
UN-A1200S-40同等品以上

フェンス(構造物建込･H=1200)
UN-A1200S-40同等品以上

400

H
=
1
5
0

差筋D13 L=250@500

③D13 N=13

① D13 0.995×1.86×23

② D13 0.995×1.26×23

L=5240

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧24N/㎜2

L=7640

① D13 0.995×1.66×32

② D13 0.995×1.05×32

L=3080

① D13 0.995×1.21×14

② D13 0.995×0.85×14

③D13

③D13

①D13 ②D13

止水壁

フェンス(構造物建込･H=1500)

鉄筋D13,N=1

L≧ 400

100 100
60 140

200

100 100

=
5
0
0

6
0

1
3
0

3
@
2
5
0
=
7
5
0

2
6
0

1
2
0
0

6
0

1
3
0

3
@
2
5
0
=
7
5
0

6
0

1
0
0
0

6
0

1
3
0

2
@
2
5
0

1
1
0

8
0
0

=
5
0
0

W300×B300×t10㎜

フェンス(構造物建込･H=1200)

1
5
0

H
≦

1
5
0
0

100 0.3H+400 100

0.3H+600

125 125 150

1
5
0

1
0
0

重力式擁壁

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧18N/㎜2

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧24N/㎜2

①D13,ctc.250

②D13,ctc.250

①D13,ctc.250

②D13,ctc.250

③D13 N=11

②D13,ctc.250

③D13 N=8

①D13,ctc.250

②D13

①D13

①D13 ②D13③D13

①D13 ②D13

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧24N/㎜2

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧18N/㎜2

100 100

設計鉄筋長

重ね継手L
SD345-D13
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基礎砕石RC-40

基礎砕石RC-40

基礎砕石RC-40

60

6
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20
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31

重 力 式 擁 壁 SC=1:20

止 水 壁 SC=1:10

1号フェンス基礎 SC=1:20

断 面 図 配 筋 図 鉄 筋 加 工 図

2号フェンス基礎 SC=1:20

断 面 図 配 筋 図 鉄 筋 加 工 図

3号フェンス基礎 SC=1:20

断 面 図 配 筋 図 鉄 筋 加 工 図

配 筋 要 領 図

底版部(共通)

配 筋 要 領 図

配 筋 要 領 図

側 面 図

側 面 図

側 面 図

1.0m当り

σck≧18N/㎜2 ｍ3 0.150H +0.400H

無筋構造物 ｍ2 2.044H

RC-40,t=15㎝ ｍ2 0.300H+0.600

単位

コンクリート

型      枠

2

1.0m当り

σck≧18N/㎜2 ｍ3 0.150H

小型構造物 ｍ2 2.000H

SD345-D13 ㎏ 0.995

単位 算 式 ・ 数 量

コンクリート

SD345-D13 ㎏ 0.498

L=(σsa/4τ0a)・φ 

重ね継手長

σsa: 鉄筋の許容引張応力度:137N/mm2)

τ0a: コンクリート(24N/mm2)の許容付着応力度:1.20N/mm2
φ  : 鉄筋の直径

基 礎 砕 石

名　　称 規　　格 算 式 ・ 数 量

規　　格名　　称

鉄　　筋

差　　筋

型      枠

構造図(1) 図 示

造成工事

10

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

13

図 名

名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事
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7
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同等品以上

同等品以上

（回転防止付）
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（W付）
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5

φ
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≒40
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□550

照明器具再利用

4
0
0

ボイド管φ150

目地材(t=10)

ブロック塀

県道側溝 側壁

10 8

ボイド管φ150

目地材(t=10)

KCフォーム(400用)

ｺﾝｸﾘｰﾄσck≧18N/㎜2

200 200

3号フェンス基礎

コンクリート切断

人力取壊

3
0
0

EL=30.090

既存ブロック塀

既存ブロック基礎

街灯基礎 アスファルト舗装工
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中間バンド
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角根BN M8×65 角根BN M8×53

U型金具 角根BN M8×25

φ50.8×1.6

φ50.8×2.3
モルタル充填

フェンス基礎

桝底板 塩ビ製汚水桝φ300

塩ビ製蓋

立上管φ300

VUφ100
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50 400
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50 30 300 30 50

460

10 10

6
0

1
1
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55 300 55

410

基礎砕石RC-40

埋戻し(転用土W＜1.0)

街 灯 撤 去 SC=1:25

(鋼管の厚さ・根入れ、基礎構造物は推定値)

街 灯 基 礎 SC=1:10

土 工 計 上 図 SC=1:25

汚 水 桝 撤 去 SC=1:20

溜 桝 撤 去 SC=1:20

Ａ部取付図 S=1:6 S=1:6Ｂ部取付図 ワイヤメッシュ図 パネル断面図

UN-A1200-40(ダークブラウン色)

SC=1:20

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力GL+0ｍに依る)

UN-A1500-40(ダークブラウン色)
（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力GL+0ｍに依る)

備考

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。
基礎条件・・・長期許容地耐力 98kN/m2(10t/m2)

設計条件

上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ型金具

・ボルト、ナット

・バ　ン　ド

外装について

　押え金具
・主柱、ジョイント

・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上防錆着色処理

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

  ワイヤメッシュ

・ ・

・ ・

・ ・

構造図(2) 図 示

造成工事
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所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

図 面 番 号 第 号 図面 総 数

尺

縮

葉

図 名

工事 番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度
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名 　 　 称 令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

標準的な取付図
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ボルト固定式・加工品,溝幅300用
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2.0%

合流部取壊詳細図 SC=1:10

側 面 図

平 面 図 SC=1:15 集 水 桝 SC=1:20

横 断 側 溝 SC=1:20

SC=1:25

断 面 図

正 面 図

1.0m当り

σck≧18N/㎜2 ｍ3 0.3h+0.083

小型構造物 ｍ2 4.0h+0.478

RC-40,t=15㎝ ｍ2 0.70

T-14,ボルト固定式 組 別途計上

名 称 規 格 単位 算 式 ・ 数 量

コンクリート

型      枠

グレーチング

4面型枠

1.0m当り

σck≧18N/㎜2 ｍ3 0.3h+0.083

小型構造物 ｍ2 3.0h+0.328

RC-40,t=15㎝ ｍ2 0.65

T-14,ボルト固定式 組 別途計上

名 称 規 格 単位 算 式 ・ 数 量

コンクリート

型      枠

グレーチング

3面型枠

4面型枠3面型枠

基 礎 砕 石

基 礎 砕 石

所 属 年 度

工 事 種 別

業 務 箇 所

名 称

図 面 番 号 第 号 図面総数

尺

縮

葉

図 名 排水工詳細図 図 示

工事番号

吉野川市 危機管理局 危機管理課

吉野川市山川町湯立

令和 8 年度

造成工事
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令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事

1 3

i=1/50(2.0%)

630 1320
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令和８年度　山川方面第３分団詰所移転に伴う造成工事
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